
1 

 

令和 7 年度 基礎生物学研究所「メダカ」バイオリソース運営委員会（第 1 回） 

議事要旨 

 

日時：令和 7 年 6 月 20 日（金）15 時 00 分～15 時 45 分 

場所：各自の研究室等（zoom による web 会議） 

出席者 

＜委員＞ 

木下[委員長]（京都大）、竹内［新委員長］（東北大）、成瀬[副委員長]（基生

研）、東島［新副委員長］（基生研）、松田（宇都宮大）、竹花（長浜バイオ大）、

工樂 （遺伝研）、橋口（宮崎大）、岡本（理化学研）、吉田（基生研）、亀井（基

生研）、鈴木（基生研）、武田（京都産業大）、荻野（肇）（広島大）、大久保

（東京大）、川本（遺伝研）、出口（産総研）、荻野（由）（九州大） 

＜オブザーバー＞ 

寺井（新潟大）、安齋（岡山大）、笹倉（筑波大）、岩波（宇都宮大）、四宮（宇

都宮大） 

＜陪席者＞ 

松井、藤森、角田（文科省ライフサイエンス課） 

小幡（NBRP PO/理化学研） 

鈴木（LSI事務局）、高祖、向井（NBRP広報室） 

梶浦、増本、林、朝岡（岡崎統合事務センター） 

鈴木（基生研） 

 

１． 

〇運営委員会委員長挨拶 

 議事に先立ち、木下委員長から挨拶があった。 

 

２．報告事項 

(1) 第 5 期 NBRP 令和 7 年度活動報告について 

  中核機関課題管理者である東島委員から、資料 1 に基づき、NBRP メダカの令

和 7 年度予算額及び第 5 期実施体制（令和 7 年度-令和 8 年度）について説明があ

った。 

①中核機関（基礎生物学研究所） について 

東島委員から、資料 1 に基づき、基礎生物学研究所における令和 7 年度活動計

画及び活動状況について報告があった。 

②分担機関（宇都宮大学）について 

松田委員から、資料 2 に基づき、宇都宮大学における令和 7 年度活動計画及び

活動状況について報告があった。 

③分担機関（国立遺伝学研究所）について 

工樂委員から、資料 3 に基づき、国立遺伝学研究所における令和 7 年度活動計

画及び活動状況について報告があった。 

④分担機関（長浜バイオ大学）について 

竹花委員から、資料 4 に基づき、長浜バイオ大学における令和 7 年度活動計画

及び活動状況について報告があった。 

⑤分担機関（宮崎大学）について 

橋口委員から、宮崎大学における令和 7 年度活動計画及び活動状況について報

告があった。 
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⑥令和 7 年度公募 NBRP 新技術開発・情報整備について 

東島委員から、令和 7 年度公募事業「バイオリソースの価値創出に向けた新た

な技術開発・情報整備」への応募を行っていることについて報告があった。続い

て、安齋委員から、資料 6 及び資料 7 に基づき、当該事業の提案内容について説

明があった。 

 

３．審議事項 

(1) 運営委員会委員長及び副委員長の選任について 

 東島委員から、資料 8 に基づき、委員長任期の途中ではあるが、今後のメダカ

リソースの体制整備に向け、若い世代に委員長を引き継いでほしい旨、木下委員

長より提案があったとの説明があった。続いて、木下委員長より、新しいメダカ

リソース体制の構築に向け、世代交代が求められていること、また、第 6 期

NBRP まであと 2 年間弱となっていることから、第 6 期に向けた準備期間を有効

に活用してほしいと考え、任期途中ではあるが、委員長を辞し、若い世代に委員

長を担っていただきたいとの説明があった。審議の結果、これを承認し、竹内委

員を新たな委員長に選任した。 

 あわせて、令和 7 年度に中核機関課題管理者が成瀬副委員長から東島委員へ交

代したことを受け、副委員長の交代について提案があり、審議の結果、東島委員

を新たな副委員長に選任した。 

 また、前委員長及び前副委員長の任期を引き継ぐ形となるため、竹内委員長及

び東島副委員長の任期は令和 7 年度末までとなる旨、東島副委員長から説明があ

った。 

 

４．その他 

東島副委員長より、運営委員会終了後、今後の活動に関する意見交換会を実施

する予定である旨、説明があった。 

 

 

 

以 上 


